
北
支
山
西
省
駐
屯
記

北
支
派
遣
軍
へ

昭
和
十
六
年
一
月
に
現
役
兵

と
し
て
近
衛
歩
兵
第
一
連
隊
に
入
営
し
た
。
生
年
月
日
に
九
が
重
な
っ
た

の
で
九
重
(
宮
城
)
守
護
の
任
に
就
い
た
と
信
じ
て
い
る
。

翌
十
七
年
七
月
、
見
習
士
官
の
と
き
、
野
戦
小
隊
長
と
し
て
北
支
(
中

国
北
部
)
山
西
省
の
「
勝
」
兵
団
に
転
属
し
、
後
日
、
本
土
防
衛
要
員
と

し
て
、
終
戦
直
前
に
内
地
の
土
を
踏
む
ま
で
、
山
西
省
中
央
部
の
扮
陽
、

文
水
、
交
城
、
洪
洞
の
各
県
に
駐
留
し
た
。

山
西
省
は
、
私
の
郷
里
信
州
の
よ
う
に
山
岳
重
畳
、
酷
暑
厳
寒
の
地
で

こ
う
り
ゃ
ん

あ
り
、
夏
の
悶
季
の
ほ
か
は
乾
燥
し
て
、
小
麦
、
高
梁
の
畑
作
地
帯
が
続

き
、
山
に
樹
木
な
く
、
風
景
は
黄
色
で
あ
る
。
西
隣
の
峡
西
省
に
は
、
共

産
党
の
根
拠
地
延
安
が
あ
り
、
前
面
に
は
国
民
党
系
の
山
西
軍
が
盤
据
し

て
い
た
。
北
支
戦
線
か
ら
数
次
に
わ
た
る
部
隊
の
南
方
抽
出
の
た
め
、
日

本
軍
は
広
く
分
散
し
、
孤
立
状
態
と
な
り
、
都
市
(
点
)
と
鉄
道

(線
)

を
守
る
の
に
精
一
杯
で
あ
っ
た
。

私
は
大
正
九
年
九
月
十
九
日
に
生
ま
れ
、

高
見
沢

昇

野
方
六
丁
目

春

砂
丘
に
雪
も
消
え
始
め
て

黄
土
に
草
の
萌
ゆ
る
と
き

大
行
の
険
踏
み
破
り

野
に
山
に
伏
す
討
匪
行
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昭
和
十
八
年
四
月
「
十
八
春
大
行
作
戦
」
に
初
年
兵
教
育
を
中
断
し
小

隊
長
と
し
て
従
軍
、

一
か
月
余
り
、
敵
影
を
求
め
て
山
地
を
初
復
し
た
。

食
も
水
も
乏
し
く
、
中
隊
長
が
倒
れ
た
あ
と
、
中
隊
長
代
理
と
し
て
作
戦

私
も
ま
た
栄
養
失
調
症
で
、

は
じ
め
て
白
衣
を
着
た
。

へ
帰
還
し
た
が
、

太
原
陸
軍
病
院
へ
入
院
療
養
の
身
と
な
り
、

終
了
後
駐
屯
地

(交
城
)

夏

雷
と
ど
ろ
き
て
滝
と
落
つ

濁
流
狂
い
浪
猛
る

黄
河
を
越
え
て
敵
追
え
ば

砲
火
に
震
う
麦
の
波

ふ

ん

が

昭
和
十
九
年
七
月
、
豪
雨
で
増
水
し
た
黄
河
支
流
の
扮
河
西
方
地
区
の



中
国
合
作
社
(
日
本
の
農
協
に
相
当
)
に
よ
る
麦
収
穫
援
護
に
小
隊
長
と

し
て
出
動
し
た
。
小
麦
は
こ
の
地
方
の
主
食
で
、
農
民
か
ら
の
供
出
を
め

ぐ

っ
て
、
山
西
軍
と
の
食
糧
獲
得
の
生
存
戦
争
が
烈
し
く
行
わ
れ
た
。
農

民
の
収
穫
し
た
小
麦
は
、
日
本
軍
の
「
ト
ー
チ
カ
」
内
に
保
管
さ
れ
、
た

ま
る
と
洪
洞
に
あ
る
合
作
杜
倉
庫
に
運
搬
す
る
。

こ
の
小
麦
運
搬
の
途
上
を
山
西
軍
に
襲
撃
さ
れ
、
こ
れ
に
応
戦
し
て
い

る
間
に
、
小
麦
を
積
ん
だ
馬
車
が
逃
げ
て
、
全
部
敵
の
手
に
渡

っ
た
こ
と

が
あ
っ
た
。
我
が
小
隊
の
装
備
が
小
銃
と
軽
機
関
銃
の
み
な
の
に
対
し
、

敵
は
迫
撃
砲
二
門
で
我
が
小
隊
の
前
後
を
砲
撃
し
て
来
た
が
、
私
は
日
本

軍
と
山
西
軍
に
は
さ
ま
れ
た
農
民
が
気
の
毒
で
な
ら
な
か

っ
た。

中
Aza

・

た
そ
が

れ

き

ぎ

り

黄
昏
低
く
狭
霧
こ
め

高
梁
枯
れ
て
風
ぞ
染
む

北
斗
の
光
眉
近
く

固
き
守
り
の
同
蒲
線

中
隊
の
警
備
地
域
内
を
南
北
に
流
れ
る
沿
河
に
沿

っ
て
、
同
蒲
線

(華

北
交
通
)
が
走

っ
て
い
る
が
、
沿
線
五
つ
の
駅
に
そ
れ
ぞ
れ

一
個
分
隊
を

警
備
に
派
遣
し
て
い
た
。
敵
と
直
接
対
峠
す
る
ト
ー
チ
カ
生
活
と
違

っ
て、

治
安
も
良
く
、
民
間
人
と
の
接
触
も
あ
っ
て
、
歴
戦
の
兵
も
し
ば
し
の
休

養
の
場
と
な

っ
た
。
と
こ
ろ
が
昭
和
十
九
年
十
月
の
白
昼
、
在
中
国
米
空

軍
の
グ
ラ
マ
ン
機
が
洪
洞
駅
に
来
襲
、
貨
物
列
車
の
機
関
車
を
攻
撃
し
、

機
関
士
は
死
亡
、
機
関
車
は
破
壊
さ
れ
運
行
不
能
と
な

っ
た
。
こ
れ
に
応

戦
す
る
我
が
守
備
隊
は
小
銃
に
よ
る
対
空
射
撃
の
み
、
こ
の
頃
か
ら
鉄
道

は
、
畳
は
敵
機
の
空
襲
、
夜
は
ゲ
リ
ラ
に
よ
る
線
路
の
破
壊
が
相
つ
ぎ
、

不
通
と
な
る
こ
と
が
多
か

っ
た
。
ま
た
駅
も
夜
間
に
襲
撃
き
れ
る
よ
う
に

な
り
、
私
も
救
援
に
し
ば
し
ば
出
動
し
た
。

当k

連
枝
の
山
も
冷
水
も

一
物
あ
ら
ぬ
銀
世
界

ま
ぶ
た
も
凍
り
吹
雪
く
夜
は

征
野
に
結
ぶ
仮
の
夢

昭
和
二
O
年
二
月
、
「
勝
」
兵
団
の
南
方
移
動
の
あ
と
を
受
け
た
「
将
」

兵
団
に
転
出
。
洪
洞
地
区
か
ら
北
上
し
て
、
扮
陽
、
分
水
地
区
警
備
と
な

り
、
従
来
の

二
倍
の
面
積
を
、
半
分
の
兵
力
で
守
る
こ
と
と
な
っ
た
。

「
攻
撃
は
最
良
の
防
御
な
り
」
の
方
針
で
、
中
隊
長
が
主
力
を
率
い
て

敵
根
拠
地
を
夜
間
攻
撃
し
た
と
き
、
敵
の
し
か
け
た
地
雷
に
よ
り
、
右
脚

切
断
の
重
傷
を
負
い
、
後
送
入
院
と
な

っ
た
。
私
は
一
個
小
隊
と
と
も
に
、

ト
ー
チ
カ
で
大
敵
と
対
峠
し
て
い
て
こ
の
報
告
を
受
け
、
中
隊
長
代
理
と

し
て
中
隊
本
部
に
移
り
、
弔
い
合
戦
に
よ
り
敵
根
拠
地
を
覆
滅
す
る
の
で

あ
る
が
、
こ
の
戦
記
は
ま
た
の
機
会
に
し
た
い
。
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本
土
防
衛
の
た
め
内
地
へ

昭
和
二
O
年
四
月
文
水
県
北
方
地
区
の
山
岳
地
帯
で
共
産
八
路
軍
と
の

戦
闘
中
、
無
線
で
内
地
の
東
部
軍
に
転
属
の
命
令
を
受
け
た
。
同
蒲
線
が

不
通
の
た
め
、
止
む
な
く
自
費
で
扮
陽
か
ら
文
水
経
由
太
原
に
出
る
パ
ス



を
貸
切
り
、
敵
中
を
突
破
し
た
。
太
原
か
ら
は
北
京
、
奉
天
、
釜
山
と
昼

夜
鉄
道
を
乗
り
継
い
だ
。

釜
山
か
ら
博
多
に
向
か
う
連
絡
船
内
で
、
九
死
に
一
生
を
得
た
北
支
の

思
い
出
を
噛
み
し
め
た
。
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